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研究分野：工学 

科研費の分科・細目：電気電子工学・通信、ネットワーク工学 

キーワード：通信方式･衛星通信方式・ｻﾃﾗｲﾄﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ・時間遅延ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ・Ku ﾊﾞﾝﾄﾞ 

 

１．研究計画の概要 
本研究は、Ku(14/12GHz),Ka(30/20GHz)帯の衛星通
信方式において、降雨減衰のよる回線不稼働率改
善のために、大きな降雨マージンを必要とするこ
とにより、コストアップしているシステムの低コ
スト化、高性能化を実現するための新しいダイバ
ーシティ方式として、時間遅延ダイバーシティ
（TDD）/サテライトダイバーシティ(Sat. D)方式
(以下ＴＤＤ/ Sat. D方式と記述)を提案し、その
理論的考察および実験的特性取得を行い、設計方
法を明らかにすることを目的としている。 
このために、これまでの Ku(14／12GHz)帯でのサ
テライトダイバーシティ(Sat. D)方式の研究成果
を有効に生かし、L 帯でのデジタル移動通信方式
の設計のために検討してきた時間遅延ダイバーシ
ティ（TDD）方式を組み合わせ、簡易な小型地球局
装置で、大幅に降雨減衰による回線断を補償する
ためのＴＤＤ/ Sat. D 方式の基本特性を理論的、
実験的に明らかにし、この方式設計に必要な電波
伝搬特性についての理論的、実験的検討を以下の
手順で行い、具体的なＴＤＤ/ Sat. D方式の回路
設計法を確立する。 
 
２．研究の進捗状況 

（１）Ku帯 Sat. D方式の特性測定結果：これ

まで、Sat. D方式の特性データはかなり収集され

ているが、具体的な装置を試作して測定したデー

タは、国内外の機関、大学などでは獲得されてい

ない。Sat. D方式の理論的データをさらに充実す

るとともに、Ku帯TDD/ Sat. D方式の適用による

回線稼働率の改善効果を定量的に明らかにするた

めのデータの収集を目標とし、具体的な、Sat. D

方式を実現するための装置を実装し、長期データ

を収集し、期待された成果が得られた。実験は、

BS（110°E），JCSAT－3号衛星1２８°E）の衛星

の 1８°の軌道間隔に対して測定した。信号減衰

対年間の不稼働率の図において、約５dＢの降雨マ

ージンのレベルで、約1桁（1/10）の回線稼働率

の改善効果があることが明らかとなっている。

（２）Ku 帯 TDD 方式の特性測定：Ku 帯-TDD 方式

の設計に当たっては、２信号間の遅延時間をどの

程度にすべきかがKu帯TDD方式の実用化の可能性

が左右される重要な値である。これまで、この疑

問点を解明するために、測定系のプログラムを作

成するとともに、長期データ取得実験を進めた。 

現有の、測定系は、BS，JCSAT－3号衛星を受信

するための 5 基のアンテナ（アンテナ直径(台

数)：40ｃｍ（４）、65ｃｍ（１））、を使用して衛

星信号の特性を継続的に取得し、TDD 方式特性の

基礎データを収集した。一部分のデータを処理し

た結果、約２０～３０分の遅延で、回線稼働率の

改善効果があることが明らかとなった。 

 

３．現在までの達成度 
<区分>①当初の計画以上に進展している。 
<理由>研究目標で想定したシステムイメージの成
果が収集されている。これに加えて、共同研究を
行っている JSAT,住友電工の協力もあり、衛星信
号受信系、処理系も充実でき、新規性のあるデー
タが収集されており、研究計画の目標とする成果
が十分挙がっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
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（１）Ku帯 Sat. D方式の特性測定結果：今後

は、これらの長期データ、理論値との整合性の検

討が必要である。最新の成果の一部は、IEEE AP-S

（アンテナ・伝搬シンポジューム）に投稿し採録

されている。さらに、本年７月の電子情報通信学

会の衛星研究会などに発表する予定である。これ

までの総合的な長期データの整理を行う。 

（２）Ku帯 TDD 方式の特性測定： (１)で述べ

たKu帯Sat. D方式の特性とTDD特性を組み合わ

せた“Ku帯TDD/ Sat. D方式”の特性についても

データが収集されており、ダイバーシティ関係の

統一的な論文として、経済的観点も含めて纏める

予定である。これらの成果を纏めて、論文として

発表する予定である。 
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